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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

��
第１４１７号

内　　　容曜
日日月

本会議（市長提出議案の提案理由説明）水１

１２

本会議（一般質問）月６
本会議（一般質問）火７
本会議（一般質問）水８
本会議（一般質問）木９
本会議（質疑）金１０
文教生活常任委員会
都市環境常任委員会月１３
企画総務常任委員会
保健福祉常任委員会火１４

常任委員会予備日水１５
本会議（表決）水２２

※会議の日程・時間等は変更になることがあります。

　本会議・委員会を下表のとおり開
催します。開会時間は午前１０時です。
ただし、１２月１日は午後１時です。

□問 議会事務局��７２４・２５５０

市議会のうごき
１２月定例会を開催します

���������	

　
　

月
１
日
に
戸
籍
法
施
行
規
則
の
一

１１
部
が
改
正
さ
れ
、
嫡
出
で
な
い
子
（
婚

姻
届
を
出
し
て
い
な
い
父
母
の
子
）
の

戸
籍
上
の
続
柄
欄
は
、
嫡
出
子
（
婚
姻

届
を
出
し
た
父
母
の
子
）
と
同
様
に

「
長
男
」
「
二
女
」
な
ど
と
記
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
戸
籍
に
父
母
と
の
続
柄
が

「
男
」
「
女
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
本
人
等
の
希
望
に
よ
り
更
正

の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
し
出
は
、
市
民
課
・
各
市
民
セ
ン

タ
ー
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
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月
６
日
付
で
、
教
育
委
員
長
に 
富  
川  
快  
雄 
氏
（
昭
和　

年
生
ま

と
み 

か
わ 

よ
し 

お

１１

１０

れ
、　

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

６９

任
期
は
１
年
で
す
。

教
育
委
員
長
に
富
川
快
雄
氏
が
就
任
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人権擁護委員による定例相談
　市では、毎日の生活を営む上での困り事や、
人権上の問題について、定例相談会を行ってい
ます。
　お気軽にご利用下さい。
○相談日　毎月第１～４金曜日
○時間　午後１時３０分～４時
○会場　市役所１階　市民相談室
○申し込み　電話で市民相談室（��７２４・２１０２）
へ。

人 権 を 考 え る 講 演 と 映 画 の 集 い
　人権が尊重され差別のない明るい社会をつくるには、一人ひとりが人
権を正しく理解し、行動していくことが大切です。市では人権週間を記
念して「講演と映画の集い」を開催します。

○日時　１２月４日（土）午後１時～４時
○会場　町田市民フォーラム
○内容・講師　講演「障がい者の人権～
身体障害者補助犬法の意義～」＝東京経
済大学名誉教授・竹前栄治氏／人権啓発
映画「美しいメッセージ」
○定員　１８８人（抽選）
○申し込み　ＦＡＸまたは往復ハガキ
（１枚３人まで）に「講演と映画の集い
参加希望」と書き、住所・氏名・電話番
号・入場希望者数を明記し、返信用にも
あて先を書いて１１月２６日まで（必着）に
福祉総務課（〒１９４－８５２０、中町１－２０
－２３、��７２４・２１３３、�７２４・１１８７）へ。

※車いす使用者等介助者が付き添う場合には介助者人数を明記して下さい。
※この催しは手話通訳・字幕でもご案内します。

盲
導
犬
エ
デ
ィ
と
竹
前
栄
治
氏

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た

め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ

て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
目

標
と
し
て
、
昭
和　

年
（
１
９
４
８
年
）

２３

　

月　

日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で

１２

１０

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
国
連
は
こ
れ
を
記

念
し
て　

月　

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

１２

１０

定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
毎
年　

月
４
日
か
ら

１２

　

日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

１０そ
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
基
本
的
人
権
の

尊
重
啓
発
の
た
め
様
々
な
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

　

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る

人
々
の
意
識
は
今
な
お
社
会
に
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
家
庭
や
職
場
で
種
々
の

男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
や
職
場
等
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯
罪
な
ど
の

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
の
問
題
も
重

大
な
人
権
問
題
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

子
ど
も
た
ち
の
間
の
「
い
じ
め
」
や

教
師
に
よ
る
体
罰
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
国
内
外
で
の
児
童
買
春
や

性
的
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お

け
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
の
児
童

の
商
業
的
性
的
搾
取
の
問
題
や
、
児
童

虐
待
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
人
権
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

高

齢

者

を

大

切

に

す

る

心

を

育

て

よ

う

　

社
会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
や
介

護
者
に
よ
る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
等

の
人
権
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

障

が

い

の

あ

る

人

の

完

全

参

加

と

平

等

を

実

現

し

よ

う

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
の
中
で
普

通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
に
と
い
う

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
、

完
全
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
車
い
す
で
の
入
店
を
拒
否
さ
れ

た
り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ

れ
る
事
案
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

部

落

差

別

を

な

く

そ

う

　

同
和
問
題
と
は
日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
階

層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本

国
民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
位
な
状
態

を
強
い
ら
れ
、
日
常
生
活
で
色
々
な
差

別
を
受
け
る
も
の
で
、
我
が
国
固
有
の

重
大
な
人
権
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を
自

分
自
身
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
解
決
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言
語
、

伝
統
的
な
儀
式
、
祭
事
や
多
く
の
口
承

文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
な
ど
の
独
自
の

文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な
い
た

め
、
偏
見
や
差
別
が
依
然
と
し
て
存
在

し
ま
す
。

　

国
際
化
時
代
を
反
映
し
、
在
留
外
国

人
も
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
言
語
、
宗

教
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
就
労
時

の
差
別
や
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
拒
否
な

ど
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン
病
、
結
核
な
ど

の
感
染
症
に
か
か
っ
た
患
者
が
、
周
囲

の
人
々
の
誤
っ
た
偏
見
な
ど
に
よ
り
、

職
場
や
医
療
現
場
で
差
別
を
受
け
た
り

宿
泊
拒
否
に
あ
う
な
ど
の
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
感
染
症

に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
患
者
及
び
元
患
者
へ
の
偏
見
や
差
別

を
な
く
す
上
で
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
偏
見
に
は
根
強
い
も
の
が

あ
り
、
就
職
に
際
し
て
の
差
別
や
悪
意

あ
る
噂
の
流
布
な
ど
の
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
円
滑
な
生
活

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人

権

に

配

慮

し

よ

う

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

行
き
過
ぎ
た
報
道
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
や
名
誉
毀
損
、
私
生
活
の
平

穏
の
侵
害
は
、
そ
の
置
か
れ
た
状
況
や

負
担
の
重
さ
か
ら
、
泣
き
寝
入
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人

権

侵

害

は

や

め

よ

う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
表
現
や
差
別
を

助
長
す
る
表
現
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

人
権
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。性

的
指
向
を
理
由
と
す
る

差

別

を

な

く

そ

う

　

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
に
つ

い
て
は
、
世
界
各
国
に
お
い
て
禁
止
法

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
不
当
な
こ
と
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
偏
見
や
差
別
を
受
け
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

ホ

ー

ム

レ

ス

に

対

す

る

偏

見

を

な

く

そ

う

　

自
立
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
ホ
ー
ム

レ
ス
と
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

人
々
が
多
数
存
在
す
る
一
方
、
地
域
社

会
と
の
あ
つ
れ
き
が
生
じ
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
レ
ス
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や
暴
行
事

件
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差

別

を

な

く

そ

う

　

性
同
一
性
障
害
で
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
は
、
性
別
の
取
扱
の
変
更
に

つ
い
て
審
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
差
別

や
偏
見
は
無
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本会議・常任委員会日程

□問 交通安全課��７２４・１１３６、町田警察署��７２２・０１１０

　「ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン」が今日から始まります。
　市内の交通事故を１件でも減少させるため、緊急対策として
関係機関・団体が協力して、次の３点を重点的に推進していき
ます。

○二輪車による交通事故の防止と自転車の安全利用の推進
　二輪車安全走行の４ポイントは、①カーブ手前での減速②
交差点内等では右折車に注意③一時停止と徐行の励行④安全
な速度と車線を守る、です。また、自転車も車両です。一時
停止はしっかり、交差点内の徐行、夕暮れ時のライト点灯、
反射材の装備を。
○高齢者の交通事故防止
　横断禁止場所や、車の直前直後の横断はやめましょう。
また、横断歩道は余裕を持って渡りましょう。
○違法駐車の排除
　駐車違反は絶対にやめて下さい。交通事故の原因になった
り緊急車両の通行を妨げます。

を
営
む
た
め
に
は
、
本
人
の
強
い
更
正

意
欲
と
、
家
族
、
職
場
、
地
域
社
会
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

Ｈ

Ｉ

Ｖ

感

染

者

や

ハ

ン

セ

ン

病

患

者

等

に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

理

解

を

深

め

よ

う


